
 

 

［成果情報名］小ギクの生産規模拡大を可能とする一斉機械収穫・調製システム 

［要約］開花揃いを向上させる栽培技術、機械収穫に適した品種選択、収穫機と搬出台車による

一斉収穫、開花程度を判別する選別機およびつぼみ収穫切り花の開花処理技術で構成される一

斉機械収穫調製システムによって、小ギクの収穫調製作業の大幅な省力化ができる。 
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［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

切り花生産において、収穫調製作業は最も省力化が遅れており、小ギクでは全労働時間の 46

％に達する。また、収穫調製作業は熟練を要する上に、１作型あたり 10～15 日間程度の期間に

わたるため、経営規模拡大の制限要因となっている。そこで、開花斉一化のための栽培技術、

収穫調製機械および作業方式を一体的に開発することにより、小ギク生産の大幅な省力化によ

る規模拡大を可能とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本システムは、ａ）機械収穫に適した品種選択、ｂ）開花揃いを向上させる斉一化処理技

術、ｃ）収穫機と搬出台車による一斉収穫、ｄ）開花程度を判別する選別機、ｅ）つぼみ収

穫切り花の開花技術により構成される（図１）。 

２．本システムには、開花斉一性と耐倒伏性に優れる品種が適し、作型に応じた斉一化処理に

よって、開花揃いをさらに向上することができる（図１、図３）。 

３．収穫機は畝を跨いで走行し、２～４条に植えられた小ギクを収穫布上に収集できる。搬出

台車と組み合わせる作業方式により、収穫から圃場外搬出までの１本あたり作業時間を、慣

行の 1.5～2.2 秒･人から１秒･人以下に削減できる（図１、図２）。 

４．画像処理による開花程度選別機は、未熟練者でも開花程度による選別を、切り花１本あた

り１秒以内で可能とし、既存の重量選別機に接続することができる（図１）。 

５．開花程度選別機で未開花と判定した切り花は、ショ糖などを含む液で開花処理を行うこと

によって２日程度で出荷できるため、廃棄率は２％程度にとどまる（図１、図３）。 

６．家族労働力 2.5 人、経営のべ面積 2.1ha の小ギク専作経営モデルにおいて、本システムによ

る省力化効果と規模拡大可能性を試算すると、規模同等ならば約 21％の省力化が、労力同

等ならば約 29％の規模拡大が見込まれる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本システムを構成する各技術の詳細は「小ギクの一斉機械収穫・調製システムの開発 研

究成果概要集」として冊子で配布する。 

２．各技術は単独で利用しても省力化に有効であり、地域の実情にあわせて導入することがで

きる。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（仲 照史・角川由加） 

［その他］ 
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研究担当者：仲照史、角川由加、廣岡健司、平岡美紀、門有紀、小山裕三、有馬毅、田中宏明

（近中四農研）、長崎裕司（近中四農研）、中元陽一（近中四農研）、山中正仁（兵庫農総セ）、

水谷祐一郎（兵庫農総セ）、小山佳彦（兵庫農総セ）、儀間直哉（沖縄農研セ）、渡邊武志（沖

縄農研セ）、陶山純（みのる産業(株)）、本荘絵未（みのる産業(株)）、山本明（みのる産業(株)）、

河合正志（みのる産業(株)）、濱田敏弘（香川産技セ）、福本靖彦（香川産技セ） 

発表論文等：1)仲ら「切り花の開花程度判断方法及び開花程度判断装置」特開 2007-53933 

2)山中ら「小ギクの STS 処理による収穫後の黄変葉発生抑制技術」平成 21 年度近
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z) 開花程度測定値は、特開2007-53933による．3.5
～4.4が出荷適期で開花が進むほど大きな値となる．
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z)事前処理は，杭とフラワーネットの前処理に要する時間．
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開花斉一性と耐倒伏性に優れる 

機械収穫向け品種の例 
作型 

作型        適用できる栽培技術の例 
小雨（7 月，白）、流星（8 月，白）、など 

こちょう（9 月，赤）、銀蝶（9 月，白）、など 

ロマンス（10 月，黄）、老松（11 月，白）など 

沖の乙女（赤）、沖の紅寿（赤）、つばさ（白） 

秋芳（黄）、沖のひかり（黄）、など 

７～８月開花 

９月開花 

10～11 月開花 

電照 

12～３月開花 

５～６月開花 

７～８月開花 

９～11 月開花 

電照 12～3 月開花

挿し芽苗の利用、生育初期の暗

期中断、低めの換気温度 

暗期中断、早晩性の系統選抜、

セル苗の冷蔵 

株間方向の密植、生育中期のダ

ミノジッド散布、下葉除去 

立茎数の制限、遅めの摘心時期

ショ糖（３％） 

ＳＴＳ(0.03mM) 

8-HQS（200ppm）

界面活性剤（0.03％）

気温 

（夏期 25℃、秋～春 20℃）

光条件 

（蛍光灯 1klx、12 時間日長）

開花処理条件

開花液 Z の組成

Z：収穫後から開花処理期間中、継続して吸液させる． 

図１ 一斉収穫・調製システムの概要 


